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　５月８日に指宿市の指宿市民会館で役職員総
決起大会を開催しました。役職員258人が出席、
平成31年度全事業の計画達成を誓いました。大
会では、若手職員中心の職場活性化実行委員会

のメンバー 12人が、Ｊ
Ａクイズ大会やスライド
ショーを行い、場を盛り上げました。
　福吉組合長は「これまでの改善を無駄にすることなく努力した結
果、経営力の向上や出資配当が出来ている。『笑顔で一歩前』に進
み、地域に貢献出来るＪＡになるよう、役職員一丸となって努力を
続けたい。」と職員へ抱負を話しました。

　５月28日、指宿市民会館で第26回通常総代会を開催いたし
ました。出席者、議決権行使書面合わせて435人が参加し、平
成30年度事業報告などをはじめ、７つの議案全てが承認され
ました。また議事の前に、管内25か所で開いた地区座談会で
の意見要望に対する回答を報告し、要員確保対策などについて
参加者に説明いたしました。

役職員総決起大会を開催

第26回通常総代会
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Ｑ１．ＡＴＭを廃止する予定がありますか？
Ａ１．利用状況に応じ今後検討して参りますが、ＪＡキャッシュカードはコンビニエンスストアや民間

金融機関のＡＴＭでも手数料無料でご利用できますので、近隣のＡＴＭの設置状況も勘案し検討
いたします。

Ｑ２．通帳コメント欄の印字サービスを廃止した理由は何ですか？
Ａ２．窓口の混雑を少しでも解消できるよう、民間金融機関と同様にサービスを廃止しましたので、ご

理解とご協力をお願いいたします。
Ｑ３．肥料の仕入れは経済連を通じてではなく、直接業者から仕入れられないのでしょうか？
Ａ３．系統外との取引は可能ですが、ＪＡグループの経済連から仕入れることで安心・安全な肥料を組

合員に提供することができています。
　　　また、作物に関する情報もＪＡグループで共有されており、組合員へいち早く情報提供が出来て

います。
Ｑ４．使い切れずに残った農薬は回収してもらえないのでしょうか？
Ａ４．廃ポリ回収時に対応しています。地区によって回収時期が異なりますので、詳しくは最寄りのＪＡ

経済課にお問い合わせください。
Ｑ５．営農指導員の巡回をもっと増やせないのでしょうか？
Ａ５．巡回が不足していることに対しお詫び申し上げます。
　　　指導員には専用の携帯電話を持たせていますので、遠慮なく気軽に電話して下さい。
Ｑ６．有機農業支援センターを継続してほしいです。
Ａ６．袋物堆肥の製造とお茶用堆肥の散布は中止しますが、一般耕種向けバラ堆肥の製造・散布は現行

通り実施します。なお袋物堆肥も代替品を準備いたします。
Ｑ７．買い物難民の対策を考えてほしいです。
Ａ７．㈱Ａコープ鹿児島及び県経済連と連携して移動購買店舗の導入を検討しておりますので、決まり

次第お知らせいたします。
　　　また、経済連の宅配サービスとして㈱Ａコープ鹿児島でネットスーパーを実施しておりますが、㈱

Ａコープ鹿児島での会員登録が必要になります。
Ｑ８．窓口感謝デーに配布している粗品は、年金振込者しかもらえないのでしょうか？
Ａ８．数量限定ではありますが、年金振込者だけでなく窓口に来られた全員を対象に差し上げています

ので、是非ご来店下さい。
Ｑ９．担い手不足の中で、法人化・集落営農等については、将来的に考えているのでしょうか？
Ａ９．高齢化や担い手不足が現実化しているなかで、行政と整合性を取りながら、規模拡大をしていく

人や地域の家族経営農家等も支援していきたいと考えております。
Ｑ10．職員数が大きく減少しているが、事業運営に影響はないのでしょうか？
Ａ10．要員不足については事業を継続していく上で深刻な問題と捉え、現在プロジェクトチームを立

ち上げて検討しております。
　　　全国的にも売り手市場と言われ採用希望者が激減している中、中途採用の募集についても様々な

手段を講じながら年間を通して対応しておりますが、「働き方改革関連法」の成立により時間外労
働の抑制にも取り組まなければならず、組合員の皆様にもご協力を求めながら、「苦渋の決断」で
はありますが、店舗や集選果施設等の営業時間の見直しをせざるを得ない状況にありますので、
何卒ご理解いただき、今後とも変わらぬご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

　自己改革の取組みの一環として、４月16日から５月７日にかけて管内25箇所で地区座談会を開催
し、322名の組合員にご出席をいただきました。その中で色々な意見・要望が出されましたので主な
ものについてご報告いたします。

平成31年度 地区座談会での主なＱ＆Ａ
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　５月13日から17日の５日間、指宿市立北指宿中学校と指宿市立山川中学校の３年生生
徒、合わせて６人の職場体験を受け入れました。店舗内の棚卸やレジ、ガソリンスタン
ド、集荷場などで様々な業務を体験し、ＪＡが行う事業の多様さや仕事のやり方を学び
ました。
　職場体験の受け入れは、実務を通した仕事観や進路への意識向上、ＪＡに関心を持っ
てもらう目的で、毎年行っています。

　指宿市立徳光小学校は４月25日、同校近くのスイカ畑でアグリスクールを開きまし
た。３、４年生の児童は、農家や県立山川高校の生徒、ＪＡ職員に教わりながら、スイ
カの花の交配作業をしました。
　４年生の林龍輝さんは「３年生の時にも作業をしたが、新しい発見もあって楽しかっ
た。これから大きなスイカが出来ると思うので、みんなで食べたい。」と期待を寄せまし
た。アグリスクールでは３月から６月まで複数回開いており、スイカ苗の植え付けから収
穫、特別養護老人ホーム「徳光苑」へスイカの贈呈を行います。６月８日には市場でのセ
リ体験を行う予定です。

　ＪＡいぶすき青年部指宿支部と指宿市立指宿小学校は４月28日、同小学校近くの田
んぼで田植え体験を開きました。同校児童が、約10アールの水田に苗を植えました。
８月に収穫し、青年部が精米して児童に渡す予定です。

徳光小学校アグリスクールを開催

◀作業をする児童

田んぼに入り
田植え体験

職場体験を受け入れました

◀北指宿中学校の皆さん

山川中学校の皆さん▶
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　鹿児島市喜入地区で、平成31年度産ヤングコーンの収穫が
ありました。４月26日には、北薗末男さん（75）も朝早くか
ら畑に入り、みずみずしいヤングコーンを一つ一つ丁寧に収
穫しました。北薗さんは「今年は天候に恵まれ、良い品質と
なった。今の時期しか食べられない旬の味を、消費者に届けたい。」と意気込みました。
　喜入地区は県内でも有数のスイートコーン生産地で、ヤングコーンの収穫は５月下旬まで
続きました。

　山川岡児ヶ水で５月２日、地元特産品の徳光スイカの収穫が始まりました。ＪＡいぶすき
山川スイカ副部会長の宮田實吉さん（76）も、ハウス約20アールに実ったスイカ約550玉を
丁寧にトラックへ積み込み、ＪＡ集荷場に運び入れました。宮田さんは「４月からの温暖な
気候に恵まれ、とても甘いスイカになった。夏の名物なので、消費者に喜んでもらえるよう
続々出荷したい。」と話しました。
　徳光スイカはシャキシャキとした歯応えと糖度11度以上のしっかりとした甘さが特徴
で、流通量の少なさから「幻のスイカ」としても有名です。
　平成31年度は生産者10戸が470アールで栽培し、共販量約130トンを計画しています。
収穫はハウス栽培が５月中旬、トンネル栽培が６月中旬まで続きます。

　鹿児島市喜入地区で、平成31年産スイートコーンの収
穫が進んでいます。５月29日には、喜入スイートコーン
部会長の原村勝久さん（70）も早朝から15アールの畑に入り、大きく実ったスイートコー
ンを丁寧に収穫。荷造りを行い、集荷場に運び入れました。
　原村さんは「今年は暖かさと雨量の少なさで病害虫の発生がなく、実の詰まった綺麗なス
イートコーンをたくさん収穫できた。県内外で人気があるので、どんどん出荷したい。」と
話しました。
　喜入スイートコーン部会では、栽培する品種を糖度18度以上の「サニーショコラ」に統
一し、ブランド力の向上と、甘く高品質なスイートコーンの安定出荷に努めています。部会
では平成31年度、生産量55トンで共販額1670万円を計画しており、出荷は６月上旬まで続
く見込みです。

ヤングコーンを収穫する北薗さん

ヤングコーン収穫

▶ス
イ
カ
を
収
穫
す
る

宮
田
さ
ん

甘くておいしい！
スイートコーンを今年も収穫

徳光スイカの
収穫が始まりました



取り組んでいます！自己改革！

JAいぶすき

2019.６
6

　ＪＡいぶすきえい野菜部会役員とＪＡ西部
経済課職員は５月15日、15人で南九州市え
い地区の農家を回り、使った後の空コンテナ
を回収しました。部会役員と協力した回収
は、平成29年に引き続き２回目の試みで、
今年は約800個を回収し、年度内にもう一度
行う予定です。

　ＪＡいぶすき青年部山川支部は４月 22 日
と５月８日、指宿市山川地区の畑合わせて約
40 アールで、春バレイショを収穫しました。
青年部員など約 20 名が機械を使ってバレイ
ショをコンテナに積み込み、出荷しました。
　山川支部の春バレイショ収穫は毎年続いて
おり、販売した収入は青年部の地域貢献活動
資金に充てています。

　南九州市茶業振興会は４月26日、指宿市内で
南九州市新茶贈呈式2019を開きました。茶業振
興会やＪＡいぶすきなど７団体が、市内ホテル
や観光協会などへ新茶を贈呈しました。茶業振
興会頴娃支部長の高吉豊さんは「観光業と茶業
の振興へ向け、今年度も様々な活動を行ってい
きたい。」と話しました。
　新茶贈呈式の前には、県南薩地域振興局農政
普及課がお茶の淹れ方講座を開講。いぶすき秀水園に勤める犬童百華さん（18）は「家
庭でもお茶は飲用するが、改めて勉強になった。新しく学んだことを仕事の中でも実践
し、飲んだ人が喜ぶお茶を提供できるようになりたい。」と話しました。

収穫を行った青年部山川支部の皆さん

福吉組合長（左）と受け取る
新留幸一指宿市観光協会専務

コンテナ回収を行いました

コンテナを回収した部会役員とＪＡ職員

茶業振興へ向け 贈呈式開く

青年部が春バレイショを収穫



女性部活動

喜入地区　女性部総会報告会＆つどい

山川地区　女性部総会報告会＆つどい

女性大学

開聞地区　女性部総会報告会＆つどい

５/23

５/21

５/17

５/９

山川地区　視察研修５/13・14
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　開聞地区コミュニティーセンター愉徒里（ゆと
り）館で、第 26 回ＪＡいぶすき女性部総会報告
会と開聞地区女性部つどいを開きました。総会報
告後、ニュースポーツ大会でスポーツ輪投げ「ア
トラック」など８種目を楽しみました。

　喜入八幡温泉センターで、第 26 回ＪＡいぶす
き女性部総会報告会と喜入地区女性部つどいを開
きました。総会報告後、県地域防災推進員の野村
光子さんが防災出前講話を開き、グループごとに
話し合いながら防災意識を高めました。

　山川農村公園で、第 26 回ＪＡいぶすき女性部
総会報告会と山川地区女性部つどい開きました。
総会報告後、参加した部員がチームに分かれ、グ
ラウンドゴルフ大会をみんなで楽しみました。

　ＪＡ女性部が今年も女性大学「なごみ」を開講し
ました。１回目は家の光の記事「伝えていきたいふ
るさとのおやつ」を活用し、いきなりだんごやかる
かんなどを作って、参加者みんなで楽しみました。

　山川地区女性部員が２日間、熊本県を回る視察研修を行いました。
　ＪＡ熊本うきの直売所「サンサンうきっ子宇城彩館」をはじめ、サント
リー九州熊本工場やコカ・コーラ工場を見学しました。



取り組んでいます！自己改革！

（前列左から）
大隣　良樹（営農指導）
倉村　晃平（購買）
吉永　睦志（課次長）
前田　満穂（営農指導　課次長）
迫田　新之助（営農指導）

（後列左から）
　祝迫　京子（購買）
　中山　浩二（販売）
　帖地　究（販売）
　倉村　澄美子（販売）
　内村　圭子（購買）

職場紹介
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　５月15日、第１回アンパンマンこどもくらぶベビーマッサージ教室を開きました。
参加した７組は、きいれ浜田クリニックの濵田歩美さんのアドバイスを受けながらマッ
サージを体験。赤ちゃんとコミュニケーションをとり、交流会で語らいました。

マッサージで赤ちゃんと
コミュニケーション

　ＪＡいぶすき山川野菜部会は５月10日、いぶすきゴ
ルフクラブ開聞コースで山川野菜部会ゴルフコンペを
開き８組32人が参加。錦江湾の景色を眺めながら、参
加者で和気あいあいとゴルフを楽しみました。

　４月29日第31回 新茶・大野岳マラソン
in えいでお茶のふるまいイベントを行い
ました。各地から集うランナー1907人へ、
一番茶のふるまいや様々な種類の新茶を販
売しました。また、ＪＡいぶすき青年部え
い支部もサツマイモやオクラなどを販売、
多くの人で賑わいました。

中央経済課
開聞地区指導・販売
開聞購買店舗

　農家さんの営農支援をはじめ、集
荷した農産物の選果や農業に必要な
物資の販売などを行っています。
　開聞地区の農業を支えられるよ
う、地域の皆さんと一緒に頑張って
いきたいと思います。よろしくお願
いいたします。

イベントでJA が農産物を宣伝・販売
新茶をふるまうJA職員▶

◀青年部の農産物販売

山川野菜部会がゴルフコンペ
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中央ブロック

山川統括
江篭平　直人　統括長

開聞中央支所
番匠　秀人　支所長

ＪＡいぶすきの

支所長を紹介
　2019年度、地域のＪＡ
支所を支える７人の支所長
を紹介します！

Ｑ 調査期間と調査対象は？
Ａ 正組合員及び准組合員の
みなさまを調査対象として、
第２次調査を 2019 年６月～
12 月までの期間で実施いた
します。

Ｑ 調査の実施方法は？
Ａ JA 職員が組合員のみなさまの
お宅を直接訪問し、面談によるアン
ケート調査を実施します。調査は無
記名のマークシート方式ですので個
人が特定されることはありません。

Ｑ 調査時間はどのくらい？
Ａ 職員が訪問等により実施
します。JAの自己改革など
のご説明を含め、５～ 10 分
程度を目安としています。

　ＪＡいぶすきでは、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を柱とした『自己改革』
に取り組んでいます。
　ＪＡでは、「自己改革」に対する組合員のみなさまからのご意見・評価をお伺いするため、2019 年６
月より正組合員・准組合員のみなさまを対象とした第２次アンケート調査を実施いたします。
　今後も、地域に根ざした協同組合としてより一層みなさまの期待に応え、農業振興・地域の活性化に
取り組むＪＡを目指します。多くのご意見をお聞かせいただくとともにご協力をお願い申しあげます。

ＪＡいぶすきから組合員のみなさまへ
「組合員アンケート調査」を実施します !!

東部ブロック

中部支所
肝付　洋平　支所長

南部支所
岩切　良久　支所長

喜入支所
平井　晃　支所長

西部ブロック

えい中央支所
田口　純弘　支所長

青戸支所
下野　誠　支所長
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り

白
　
尾

　
輝

　
子
（
98
）

濵
　
田

　
昭

　
夫
（
93
）

阿
久
根

　
重

　
信
（
82
）

髙
　
峯

　
優

　
子
（
72
）

寳
　
代

　
一

　
子
（
79
）

井
　
手

　
ミ
サ
エ
（
96
）

打
　
越

　
節

　
子
（
66
）

野
　
元

　
ヒ
ロ
子
（
81
）

廣
　
森

　
チ
エ
子
（
80
）

福
　
山

　
ト

　
ヱ
（
94
）

前
　
田

　
正

　
俊
（
75
）

南
　
　
　
清

　
徳
（
88
）

南
　
　
　
文

　
子
（
95
）

宮
　
田

　
　
　
和
（
99
）

室
　
屋

　
兼

　
治
（
85
）

井
　
上

　
秋

　
世
（
75
）

岩
　
下

　
ヒ

　
ミ
（
97
）

野
　
口
　
健
　
一
（
87
）

日
　
髙

　
孝

　
夫
（
75
）

山
　
下

　
ツ

　
ル
（
106
）

【
喜
入
】

【
指
宿
】

【
山
川
】

【
開
聞
】

（
平
成
31
年
４
月
１
日
〜
４
月
30
日
）

お
く
や
み（
敬
称
略
）

令
和
元
年
五
月
歌
会
詠
草

（
自
由
歌
）

一　

独
唱
を
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
指
名
さ
れ

勇
気
を
出
し
て
目
的
生
る
る 

高
田　

須
美
恵

二　

わ
だ
か
ま
る
思
い
い
つ
し
か
さ
み
ど
り
に

茶
道
の
遊
び
を
せ
ん
と
生
き
来
し 

日
高　
　

禎
子

三　

藤
棚
に
長
く
垂
ら
せ
り
む
ら
さ
き
の

花
の
吐
息
を
揺
ら
し
て
匂
う 

柚
木
崎
イ
ツ
子

四　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
て
送
ら
る
る
孫
の
潮
干
狩
り

一
緒
に
楽
し
み
連
休
終
わ
る 

吉
田　

知
佐
子

五　

ひ
か
る
海
へ
進
む
他
な
し
汽
水
よ
り

魚
の
ひ
れ
に
わ
が
春
を
乗
す 

吉
永　

多
美
子

六　

服
薬
を
始
め
し
は
ま
だ
若
か
り
て

高
齢
と
な
り
な
お
つ
づ
け
お
り 
片
野
田　

健
一

七　

採
り
残
す
青
き
ト
マ
ト
が
知
ら
ぬ
ま
に

熟
れ
お
り
何
か
得
せ
し
思
い 

片
野
田　

道
子

八　

桃
色
の
ソ
ー
プ
フ
ラ
ワ
ー
を
母
の
日
に

滋
賀
の
令
妹
今
年
も
送
り
来 

川
畑　
　

信
子

九　

連
休
の
子
ら
銀
輪
を
連
ね
行
く

数
え
る
間
も
な
く
緑
陰
に
消
ゆ 

辰
野　

千
鶴
子

十　

お
さ
な
友
と
席
乗
り
合
わ
す
日
豊
線

は
ず
む
会
話
を
過
去
へ
走
ら
す 

竹
下　
　

玲
子

　

５
月
号
で
は
触
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
実
は

５
月
か
ら
配
属
と
な
っ

た
上
司
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
今
ま
で

は
私
が
広
報
誌
の
作
成

も
一
手
に
引
き
受
け
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
後

は
上
司
の
方
と
二
人
三

脚
で
や
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
ど
う
か
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。（
横
山
）

編
集
後
記

表紙の写真

　第26回通常総代会の様子です。当日は５地区
から多くの組合員にご参加いただき、ＪＡのより
良い経営に向け、ご指摘や助言をいただきました。

　

平
成
31
年
４
月
25
日
、
第
３
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次

の
通
り
協
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
議
内
容

・
平
成
31
年
度
不
良
債
権
の
処
理
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

・
労
働
力
確
保
に
か
か
る
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入

と
監
理
団
体
の
決
定
に
つ
い
て

・
総
代
欠
員
に
係
る
手
続
き
に
つ
い
て

・
第
26
回
通
常
総
代
会
の
招
集
手
続
き
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
31
年
度
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
増
資
運
動
・
組
合
員
加

入
促
進
方
策
（
案
）
に
つ
い
て

・
会
計
監
査
人
予
定
者
の
最
終
見
積
書
に
つ
い
て 

他

　
報
告
事
項

○
平
成
30
年
度
末
監
事
監
査
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
31
年
度
役
職
員
総
決
起
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

○
嘱
託
職
員
の
再
雇
用
に
つ
い
て

○
平
成
30
年
度
第
４
四
半
期
の
内
部
監
査　
　

他

　

平
成
31
年
５
月
24
日
、
第
４
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次

の
通
り
協
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
議
内
容

・
業
務
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

・
移
動
購
買
店
舗
導
入
（
案
）
に
つ
い
て

・
出
資
金
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て

・
平
成
30
年
度
末
監
事
監
査
回
答
（
案
）
に
つ
い
て

・
全
国
監
査
機
構
監
査
（
期
中
Ⅲ
）
回
答
書
（
案
） 

他

　
報
告
事
項

・
第
２
次
大
宗
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

・
第
26
回
通
常
総
代
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て

・
地
区
別
座
談
会
に
お
け
る
意
見
要
望
に
つ
い
て

・
農
政
協
議
会
・
農
政
協
議
会
幹
事
会
に
お
け
る
意
見

要
望
に
つ
い
て　
　

他

感
動
の
人
柄
葬
を
真
心
こ
め
て
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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